
最
新
C
I
M事
例
紹
介

土
木
学
会
が
講
演
会

土
木
学
会
は
回
目
、

C
I
M

(
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
モ
デ
リ
ン
グ
)

の
講
演
会
を
大
阪
市
福
島
区
の
大

塚
商
会
関
西
支
社
で
開
い
た
。
同

様
の
講
演
会
を
全
国
9
カ
所
で
開

催
す
る
計
画
で
、
大
阪
は
7
カ
所

=
目
と
な
る
。
同
学
会
土
木
情
報
学

一
委
員
会
の
矢
吹
信
書
委
員
長
が
講

一
演
し
た
ほ
か
、
発
注
者
や
コ
ン
サ

一
ル
タ
ン
ト
、
建
設
会
社
な
ど
が
最

一
新
の
C
I
M事
情
を
紹
介
し
た
。

一
土
木
学
会
の
土
木
情
報
学
委
員

一
会
、
国
土
基
盤
モ
デ
ル
小
委
員
会
、

I
C
T施
工
研
究
小
委
員
会
が
合

同
で
開
い
た
。

冒
頭
、

I
C
T施
工
研
究
小
委

員
会
の
森
博
昭
副
小
委
員
長
は

「
C
I
M
は
建
設
生
産
シ
ス
テ
ム

を
抜
本
的
に
変
え
る
取
り
組
み
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
も
変
え

る
必
要
が
あ
る
。
講
演
会
で
C
I

M
の
最
先
端
の
状
況
を
知
っ
て
も

ら
い
、
意
識
変
革
に
つ
な
が
る
こ

と
に
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
リ
写
真
。

続
い
て
、
国
土
交
通
省
の
白
土

正
美
大
臣
官
房
技
術
調
査
課
工
事

監
視
官
と
近
畿
地
方
整
備
局
企
画

部
の
加
藤
義
紀
機
械
施
工
管
理
官

が
「
国
土
交
通
省
に
お
け
る
C
I

M
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
を
、

日
本
建
設
情
報
総
合
セ
ン
タ
ー
研

究
開
発
部
の
三
橋
勝
彦
部
長
が

「C
I
M技
術
検
討
会
の
取
り
組

み
」
を
講
演
し
た
。
白
土
監
視
官

は
「
C
I
M導
入
の
2
年
目
と
な

る
が
、
全
国
的
に
少
し
ず
つ
浸
透

し
て
き
た
と
実
感
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
加
藤
管
理
官
は
、
日
年
一

度
に
調
査
・
設
計
業
務
で
1
件、

工
事
で
8
件
(
河
川
3
件
、
道
路

5
件
)
に
対
し
て
C
I
Mを
試
行

す
る
こ
と
を
明
か
し
た
。

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
I

C
T委
員
会
C
I
M技
術
専
門
委
一

員
会
の
雫
石
和
利
副
委
員
長
が
一

「
設
計
段
階
に
お
け
る
C
I
M
の一

活
用
に
つ
い
て
」
を
、
日
本
建
設
一

業
連
合
会
イ
ン
フ
ラ
再
生
委
員
会
J

技
術
部
会
の
五
十
嵐
善
一
委
員
が

「
施
工
C
I
M
へ
の
取
り
組
み
と

課
題
」
を
報
告
し
た
後
、
矢
吹
委

員
長
が
「
C
I
M
に
よ
る
建
設
生

産
シ
ス
テ
ム
の
改
革
」
を
テ
l
マ

に
講
演
し
た
。

こ
の
後
、
幻
日
に
金
沢
、
ロ
月

9
日
に
東
京
で
同
様
に
講
演
会
を

開
く
計
画
だ
。

3.毎日
6.中日
9.伊勢
12.日刊工業
15.日本海事

2.朝日
5.岐阜
8.静岡
11.建通
14信濃毎日

【建設ICT】

1 .日経
4.読売
7.産経
10.中部経済
⑬.建設通信
16.建設工業
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